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1 研究の背景と目的
　今 日の 理科教育にお い て ，批判的に思考 しよ うと

する態度 （以下，思考批判的思考態度）の育成は，
重要な課題で ある。本研究で は，この批判的思考態

度を育成するための 方略として 「論証 （argument ）」
の枠組みに着目し， 本研究の 目的を 「論証活動を通

した批判的思考態度育成の ための 指導法を考案 し，

高等学校化学にお ける授業実践を通 してそ の 効果を

検証するこ と」 とした 。

2　指導法の 考案
　Tbulmin（1958）は，論証 にお い て Data （根拠，
証拠，デー

タ）か ら Claim （＃張 ，結論）を導 く際
に，そ の プ ロ セ ス が適切 で合法的で あ る こ とを保証

する Warrant（論拠，理由づ け）が存在するこ とを

述 べ て い る。また福澤 （2012）は，論証を整理する

た め の 手法と して ，「論証基 本フ t 一ム 」 とい う思考

補助ツ
ー

ル を提案して い る。

　Tbulmin（1958）や福澤 （2012）は い ずれ も ， 論
証 には図 1 に示すように 「主張」 「証処」 厂論拠」 と

い う基本構造が存在す る こ とを示 して お り，論証 の

枠組みを通 して批判的思考態度を育成するためには，
まずこ れ ら論証 の 基本構造を踏まえ，他者の 論証 の

分析を行 わせる こ とが有効で はな い か と考えた。

図 1 論証の基 本構造の例

3　評価方法

　山中 ・木下 （2011）は，理科における批判的思考

態度を 「合理的な思考」 「探究心 」 F’［真重さ」 の 3 つ

の 因子か ら測定する全 26 項目の質問項 目を作成 し

て お り，本研究で は これを尺度 として用い た。
4　授業実践

　授業実践は 2013 年 12月に広島県の 公立高等学校

1年生 1 クラス （男了 19名，女子 21名 ：計 40 名）

を対象に ， 化学基礎の 授業にお い て行 っ た 。 授業は

2 時間構成で行 い
， 各時間にお い て論証カ

ー
ドを用

い た活動を取 り入れた。実踐の 前後にお い て質問紙

調査を行い，生徒 の 理科における批判的思考態度を

測定した 。

5　結果と考察
　まず質問紙調査 にお い て 、授業実践の 前後で各因

子 の 得 点の 平均値に有意な差があるか否か を検討 引

るために ， 平均値 の 差の 検定 （対応の ある t検定）

を行 っ た （表 1）。 そ の 結果 ，
「探究心」 につ い ては

実践前よ りも実践後 の 方が有意に高か っ た。また，
「慎重 さ」 につ い ては実践前よりも実践後 の 方が有

意に 「部 傾 向が見られた 。 こ の こ とか ら， 考案した

指導法 によっ て ，生徒の 探究心お よび廩重に1吟味し

よ うとする態度を養 うこ とができた とい える。

　また ，授業で 用 い た ワ
ー

ク シ
ー

トを分析 した結果 ，

生徒は各論証カ
ー

ドにおける主張 ・証拠 ・論拠が何

であるか を推定 してい る様子 が見 られた。こ の過程

にお い て生徒は，各論証が どの ような枠組み で ある

の かを自ず と吟味する こ ととなり，前述の 質問紙調

査の よ うな結果が得 られた の ではない か と推察され

る 。 以上 よ り本研究で考案 した指導法は，批判的思

考態度の 育成に寄与したとい える。

　　　 表 1　質問紙に お ける 回答の 平均値の 差

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ＝36

　以上を踏まえ，次の よ うな指導法を考案 した。ま

ず何 らか の 文脈にお ける他者 の 論証が記された 「論

証 カ
ー

ド」 をみて，主張と証拠を見分ける活動を行

う。次に，主張 と証拠の 問で論証カ
ードを切 り分け，

別紙に貼 り付ける。 そ の 後 ， 主張 と根拠 の 間に論証

の 飛躍を表す矢印を補うとともに，当該論証にお け

る 「論拠」 を推定 し記述する。こ の ような学習活動

を取り入れた指導を行 うこ とで，生徒の批判的思考

態度を育成で きる の で は ない か と考えた 。
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